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日本のFIT法に則したISCC認証の製品

Juliane Pohl、ISCC System GmbHのシニアマネージャー
ISCCイベント –日本国内におけるサステナビリティ認証取得の機会、オンラインイベント、2022年10月12日
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日本のFITにつ
いて

日本のFIT制度 = Feed-in-tariff system（固定価格買取制度）
• 経済産業省（Ministry Economy Trade and Industry：METI）により定められる
• 低炭素型社会および経済成長の実現を目指し策定
• 電力会社に対し、再生可能エネルギー（バイオマス、太陽光、風力、揚水、水
力、地熱）によって発電した電力を、固定価格で一定期間買い取るよう義務付
けている

• パーム油、パームヤシ殻（PKS）、パームトランクの調達に対する助成金など、
日本の再生可能エネルギーによる電力発電のインセンティブを設定
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ISCCは、経済産業省の要件に準拠した持続可能なパーム油、パームヤシ殻、
パームトランクの認証方法を開発

2022年4月より、
経済産業省により認定

経済産業省による
認定申請中



4© ISCC System GmbH: For personal use only. Reproduction and distribution is prohibited.

ISCC JapanのFITアプローチは、ISCCの一般的な規格に沿って開発されました

§ 本文書は、一般的なISCC Systemの規格に沿って、
作成しました

§ さらに、再生可能エネルギーに対する日本国内の
Feed-in-Tariff（固定価格買取制度：FIT）システ
ムの中で定められている、持続可能な飼料の要件
に対応しています
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持続可能なパーム油、パームヤシ殻、パームトランクに対するISCC Japan FIT
の制度は、サプライチェーン全体を対象とし、グローバルに適用することが可
能です

§ 適用範囲

• ISCC Japan FIT規格は、日本で発電用途となるパーム油、PKSおよ
びパームトランクのサプライチェーンにおける、経済事業者に対し
てグローバルな適用が可能

• 認証製品の認証は、日本のFIT制度に従い認証される
• 原産地からパワープラントに至るまでのサプライチェーンの経済事
業者は、必ず認証取得の対象となる

- パーム油：サプライチェーンは、ヤシが栽培されているプランテーションを
出発点とする

- PKSとパームトランク：サプライチェーンは、PKSやパームトランクの生
産地である原点を起点とする

- 原産地では、グループ認証が可能

§ 管理の連鎖（生産・流通・加工工程の管理）

• 管理の連鎖モデルの、アイデンティティプリザーブド（IP）または
セグリゲートが必ず適用される（マスバランス方式は該当せず）

§ 温室効果ガス排出量の算定

• 栽培、輸送、加工に関わる温室効果ガス排出量には、算定および最
小化*が義務付けられている

*以前、経済産業省によって定められた温室効果ガス削減の閾値の要件
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環境上、社会的な要件を織り込んだ原則と基準については、サプライチェー
ンに伴うすべての要素に対して適用されています

§ P&Cに記載の、適用範囲：
• パーム油：プランテーション*、初収穫の場所/本部
• PKSとパームトランク：原産地および収穫場所
• 全原材料：P&Cは、加工ユニット、および取引/保管に適用される
- 取引/保管に関しては、一部のP&Cに記載の内容に限り適用可能

§ P&Cに従い対象とされるトピック
1) 生物多様性の価値が高い、または炭素蓄積量の高い土地の保護
（注：パーム油の場合のプランテーションに限り該当）

2) 環境保護

3) 安全な労働条件

4) 人、労働、土地に関する権利への準拠

5) 法令および国際条約への準拠

6) 優れた管理慣行と継続的な改善*プランテーションは、農業系バイオマスに向けたISCC基準6項目の要件に準拠す
る必要があります。ISCCの文書202-1 “Agricultural Biomass（農業系バイオマス）を
参照してください：ISCC原則
1”および202-2 “Agricultural Biomass：ISCC原則2-6”
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サプライチェーンの簡素化：プランテーションおよび原産地は、グループ認
証書に記載、加工ユニットは個々に認証

プランテーション

原産地

搾油工場、
第一の集油所にもなる

採油所

トレーダー/貯蔵製油所

プランテーション要件

ü 農業系バイオマスに対するISCC原則
1-6 

原産地の要件

ü ISCC Japan FITの原則と基準

持続可能なパーム油

パームヤシ殻と
パームトランク

輸送

*1ヵ月に10トン以上のPKS/パームトランクを生産する原産地のみ、サンプルの対象となります

全体的なサプライチェーンの監査要件

ü ISCC Japan FITの原則と基準
ü マネジメントシステム
ü トレーサビリティの文書とセグリゲート
ü 変換係数（加工ユニットの場合）
ü 温室効果ガス排出量

第一の集油所および採油所に対する追加要件

ü プランテーションまたは原産地のグループ管理（例、グループメンバー
リスト、プランテーション/原産地からの自己申告）

ü グループに属するすべてのプランテーションの年次内部監査（FGPのみ）
ü グループに属するプランテーション/原産地のリスクベースのサンプルに
関する、第三者認証機関による年次監査*
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例：グループ認証のプランテーション –製油工場の年次内部監査、および認
証機関によるサンプル監査

製油所 トレーダー/貯蔵搾油工場–第一の集油
所にもなる

プランテーション 輸送

すべてのプランテーション
が自己申告に署名

FGPによる、全プランテーションへの内部監査
1年に1回

例：

9つのプランテーションが、製油所/FGPの認定書の対象となります：
Ø 9つの自己申告
Ø 製油所スタップから選ばれた内部監査人による9回の内部監査
Ø 認証機関による外部監査*を3回実施（s = 1* x√ 9 = 3）

リスクベースのアプローチに関する、
認証機関実施の年1回オンサイト

外部サンプル監査

*通常のリスクを仮定

サンプルサイズ算定方式：

s = r x √n
（s= サンプル、r= リスク要因、n= グループメンバー総数）

リスク要因：

通常（r = 1）、中（r = 1.5）、高度（r = 2）

注：

一般的に、このサンプリング方式が原産地のサン
プリングにも適用される

相違点：
nの測定方法 = 自己申告署名済みの上に、1ヶ月に
10トン以上のPKS/パームトランクを生産している
原産地
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ISCC登録・認証のプロセス

ステップ1
企業はシステムユーザー
としてISCCに登録

ステップ2
企業は監査に向けて準備

する

ステップ3
CBによる監査
の実地

ステップ4
CBは

認証書を発行

§ システムユーザー
と認証機関との間
で、認証契約を結
ぶ必要がある

§ ISCC監査手順は、
監査準備に用いら
れる場合がある

§ 監査人は、 I SCC
要件に従い検証を
行う

§ ISCCは、認証書お
よび監査概要報告
書をISCCのウェブ
サイトで公開する
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ISCCは、すべての認証書をISCCウェブサイト上で公開します

§ ISCCは、システムユーザーに関す
る重要な情報を提供：

• 認証書番号、認証書保有者、適用範囲
および使用された原材料、認証書の有
効性、CB発行元

§ 監査概要報告書は、認証書保有者ご
とに公開

§ システムユーザーの所在地がマップ
に表示される

§ また、ISCCは期限切れ、撤回、停
止している認証も、虚偽の報告が
あった認証とともに表示する
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Follow us on

ご清聴ありがとうございました。

Juliane Pohl (pohl@iscc-system.org)
ISCC System GmbH

Hohenzollernring 72, 50672 Cologne, Germany


